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１．はじめに 

 2017 年 7 月に発生した九州北部豪雨では，筑後川

に合流する中小河川が氾濫し，甚大な被害が発生し

た．福岡県朝倉市赤谷川や白木谷川流域などでは，

上流域で崩壊や土石流が発生し，大量の土砂と流木

が下流域に流出した．その結果，流木が橋梁などに

大量に捕捉されるとともに，橋梁の上流を中心に土

砂堆積・氾濫が発生した． 

今後の流木災害対策を考える上で，流木の流下過

程を予測することは重要である．近年では，流木の

流出について，数値解析を用いて評価する研究 1)も

行われているが，さらなる精度の向上のためには，

流木の流出・堆積の実態に関する基礎データの集積

が必要である．本研究は，災害資料に基づき，流出

流木の堆積形態と河道形状や地形等であらわされる

流域の特性との関係について検討したものである． 

 

２．災害と流域の概要 

2.1 災害の概要 

2017年 7月 5日 12時頃から福岡県朝倉市の北小路

公民館観測所（福岡県所管）では 2 日間雨量がそれ

ぞれ 865mm にも達した 2)．この豪雨により，朝倉市

の平野部では広範囲に浸水被害が生じるとともに，

山地部では崩壊・土石流が多発した．白木谷川では，

上流域で発生した多数の崩壊が土石流化して流下し，

大量の土砂と流木を下流域に流出させ被害を拡大さ

せた．白木谷川の流域図を図-1 に示す．流域図は国

土地理院公表の基盤地図データ 3)より作成し，等高

線は 1/25000 縮尺である． 

2.2 流域の概要 

白木谷川は，筑後川中流域の右岸側に位置する流

域面積 3.9km2，流路延長 2.5km の一級河川である．

図-2 に主流路の縦断図を示す．縦断図は，流域図の

図上計測より作成し，縦断図中の区間Ⅰ～Ⅲは勾配

に基づき河道を区分したもので，それぞれ林地，林

地～平地，田畑が広がる平地で，高速道路より下流

は住宅街が分布する．断面形状は台形の掘込河道で， 
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図-1 白木谷川流域図 
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図-2 縦断図 
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河床からの比高差は 5m 程度，川幅は最下流の白木谷

橋で 14m，県道の前田橋で 11m の小規模河川である．

流路沿いの林地はスギ・ヒノキが主であった．図-1

には，国土地理院公表の正射画像 4)より判読した崩

壊・渓岸侵食状況と主な流下経路，後述の空中写真

(1200dpi)も併用して判読した倒木・流木のトレース

データもあわせて示した． 

 

３．流域状況と流木の堆積形態との比較 

 国土地理院による災害直後の空中写真(1200dpi)を

正射画像と重なるよう GIS 上に配置した．配置した

空中写真上で，倒木・流木を目視により，手作業で

トレースした．なお，流域の全域で，河道と斜面と

を区別して倒木・流木を整理することは困難なため，

斜面部・河道部や倒木・流木の区別は行っていない．

作成したデジタルデータについて，木の長さ，平面

上での角度（方位角）等の属性情報を分析した．図-3

に区間ごとに整理した倒木・流木長の頻度分布を示

す．上流域よりも下流域の方が倒木・流木長は短い

傾向にあった．樹冠有りと判定されたものは，白河

道内よりも斜面と思われる箇所に多く，角度は白木

谷川の流下方向と平行ではない傾向にあった．また，

多数の木が群を形成して集積している箇所では，複

雑に木が積み重なっており，木の角度が流下方向に

沿うものと沿わないものが入り混じっていた．その

ような群は流下痕跡の弯曲部に相当するところに位

置していた．また，国土地理院公表の 10m メッシュ

標高データ 3)をもとに，流域内の傾斜角と傾斜方向

を表わす 30m メッシュを作成し，倒流木の方位角と

比較したが，必ずしも両者は一致しなかった（図-4）．

氾濫流の挙動と合わせた議論が必要と考えられる． 

 

４．おわりに  

本研究では，流木の流出・堆積の実態に関する基

礎データの集積を目的に，災害資料に基づき，流域

内の地形的要因と流木の堆積形態との関係性につい

て検討を行った．その結果，流木長は上流部よりも

下流部の方が短くなる傾向にあり，また，枝付きと

判定されたものは少なかった．このことから，立木

が流出し，流下する過程において，頻繁に折損が生

じていることが示された．今後，氾濫解析との比較

検討が必要であると考えられる． 
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図-3 各区間における倒木・流木長の頻度 

 

図-4 傾斜と倒木・流木の方位角との比較 
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